
「こんな東京、知らなかった。」
2025年世界の夏旅3大トレンド“味覚の穴場”荒川区
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世界最大級の民泊サイトAirbnbが発表した「2025年 夏の旅行トレンドレ
ポート」にて、なんと荒川区が“味覚の穴場”として、世界の注目旅行先に選
ばれました。日本から選ばれたのは荒川区のみで、イタリアのアラッシオや
オランダのロッテルダムといった有名都市と肩を並べています。今回のテー
マは「正真正銘の地元料理」。海外では今、「高級観光地よりも、地元の人
に愛されている本物の味を求めて旅をする」流れが広がっており、もんじ
ゃ・おでん・下町スイーツ・個性豊かなローカル飲食店が揃う荒川区は、そ
の代表格として評価されました。区民の皆さんが日頃親しんでいるあの味
が、世界に認められました。地元の魅力が、今、世界中から注目！！
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電車の魅力がいっぱい詰まった、親子で楽
しめる特別イベント「にっぽりトレインフ
ェス」が、令和7年9月6日（土）午前10時
～午後3時に開催されます！
会場は、日暮里駅東口すぐ「日暮里駅前イ
ベント広場」。入場は無料、ふらっと立ち寄
れるオープンな鉄道イベントです。当日
は、迫力満点の「京成スカイライナー1/2カ
ットモデル」が展示。さらに、荒川区に乗
り入れる鉄道各社のグッズ販売コーナーも
登場。また、日暮里繊維街の即売ブース
や、かき氷・あんみつなど夏に嬉しいグル
メブースも出店予定。家族でゆっくり楽し
める内容が盛りだくさんです。

どんな事も私たちにお気軽に
相談してください。
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声優・神尾晋一郎さんによるスペシャ
ル朗読イベントが、令和7年9月28日
（日）午後2時～3時30分に「ゆいの
森あらかわ」で開催されます！朗読作
品は、荒川区ゆかりの作家・吉村昭に
よる『私の文学漂流』と『少女架
刑』。同人誌「文学者」での執筆時代
に焦点を当てた貴重なひとときをお届
けします。朗読後には、神尾さんの感
想トークも予定。参加無料、定員は
120名。申込は8月31日（日）まで、
ゆいの森あらかわ総合カウンター・
HP・FAXにて受付中です。

にっぽりトレインフェス開催！

03-3802-4625
〒116-8501荒川区荒川二丁目2番3号 5階　自民党控室
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人気声優 神尾晋一郎氏が
朗読で紡ぐ、吉村昭の文学世界



8月14日（月）に福祉・区民生活委員会にて特別養護
老人ホーム蔵前を視察してきました。荒川区では今年
度から行われる特別養護老人ホームグリーンハイム荒
川の大規模改修工事に伴い、入所者に一時移転してい
ただく移転先として、特養蔵前を台東区から賃貸借し
ます。視察では、震災時の備えや建物の耐震化の状
況、水害時の対応等の質疑を行いました。グリーンハ
イム荒川の改修工事が終わるまでの約2年間、入所者の
皆さんが慣れない場所で不便や不安に悩むことのない
よう、できる限りの対応をお願いしてきました。

荒川二・四・七丁目の防災まちづくりに関する視察を実施しま
した。避難所となる公園では、災害時に炊き出しが可能な「か
まどベンチ」や、井戸水を利用するマンホールトイレの動作確
認を行いました。日常的にバーベキューで炊き出し訓練をして
いる地域もあり、実践的な備えの重要性を感じました。道路の
無電柱化やマンホール内部の構造も確認し、整備の進行には約
7年かかる現実や、水による熱処理など、見えない部分の防災
も学びました。遊具のインクルーシブ化やボール遊びができる
ネットなど、公園の多機能化も進んでいます。災害時「ここが
あってよかった」と思える場所づくりが着実に進んでいます。 建設環境委員会

福祉・区民生活委員会

これまで東京都の特別区では、各区役所の交付窓口（荒川区では戸籍住民課）にて
「区民葬儀券」を発行し、区民葬儀取扱業者を通じて低価格での葬儀サービスが
提供されてきました。区民葬儀券には、葬儀に必要な「祭壇券」「霊柩車券」「火葬
券」の3種類があり、必要に応じて組み合わせて利用することで、経済的な負担を
抑えながら故人を見送ることが可能となっていました。ところが昨今の物価高騰の
影響を受け、これらの制度に大きな転機が訪れました。令和6年、町屋斎場をはじ
めとした特別区内6か所の火葬場を運営する東京博善株式会社が、令和8年3月31
日をもって区民葬儀の取り扱いを終了することを公表しました。これにより、従来
利用されていた「火葬券」が使用できなくなる見通しとなりました。火葬場は、多
くの区民が利用する重要な公共性を持つ施設であり、その利用機会の公平性や経済
的支援の必要性は高いものです。このような状況を受け、特別区長会は火葬券制度
の終了に代わる新たな支援策として、「助成制度」を創設することを決定しまし
た。これは、従来の区民葬儀制度に代わり、一定の条件を満たす区民に対して火葬
費用等の一部を助成することで、引き続き区民の負担軽減を図るものです。なお、
助成制度の具体的な内容、助成額、申請手続きなどの詳細は、令和8年度の予算編
成の中で検討・決定される予定です。正式な制度開始日や手続きの詳細について
は、決定次第、各区の広報等を通じてお知らせいたします。引き続き、すべての区
民の皆さまが安心して最期の見送りができるよう、制度設計を進めてまいります。


